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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本鉄鋼連盟（JISF）から，工

業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済

産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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鉄鋼製品のライフサイクルインベントリ計算方法 

Life cycle inventory calculation methodology for steel products 

 

序文 

この規格は，2018 年に第 1 版として発行された ISO 20915 を基とし，JIS としての適用を考慮したため，

技術的内容を変更して作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。変更の一

覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

 

鉄鋼製品のライフサイクルインベントリ（以下，LCI という。）は，幅広い製品及び用途に対するライフ

サイクルアセスメント（以下，LCA という。）を実施する上で，重要な構成要素である。その理由は，そ

れらの製品及び用途において，製造，生産及び製品輸送を支えるために鉄鋼が用いられているからである。

この規格では，鉄鋼製品の LCI の計算方法を規定する。この計算方法は，幅広い鉄鋼製品に適用可能であ

り，世界の主要な鉄鋼生産プロセス，すなわち，天然資源採掘から鉄鋼製品出荷に至る生産プロセスだけ

でなく，スクラップのリサイクル及びその処理にも適用できる。この方法論は，JIS Q 14040:2010 に規定

された原則及び枠組み並びに JIS Q 14044:2010 に規定された要求事項及び指針に準拠しており，これらが

鉄鋼製品の製造及び鉄鋼リサイクルにどのように適用されるかを示している。 

鉄鋼製品のライフサイクルは，次の各段階から構成される（図 1 参照）。 

a) 天然資源及び外部スクラップによる原料の調達。天然資源は，原材料の採掘，輸送及び中間処理を含

む。外部スクラップは，最終製品の製造工程及び使用されなくなった最終製品から回収される。 

b) 製鉄所における鉄鋼製品の製造。 

c) 需要家による最終製品の製造。需要家とは，例えば，自動車，建設，機械，電機などの鉄鋼製品の需

要家である。 

d) 最終製品の使用。ここで，最終製品に使用される鉄鋼製品は，最終製品の環境パフォーマンス 1) に影

響を与える。例えば，部品として使用されている鉄鋼の質量は，自動車の燃料（又はエネルギー）消

費に影響を与える。 

注 1) 環境パフォーマンスは，JIS Q 14050[6]の 3.16 参照。 

e) 使われなくなった最終製品の素材回収。外部スクラップは，最終製品の製造工程又は使用されなくな

った最終製品から回収される。 

f) 回収された外部スクラップのリサイクルによる天然資源の代替。 

この規格では，原材料の調達並びに製鉄所における鉄鋼製品の製造及び外部スクラップリサイクルの各

ライフサイクル段階を対象にしている。最終製品の製造及び最終製品の使用については，対象としていな

い。 

鉄鋼製品の生産では，リサイクルされるスクラップが様々な比率で，天然資源である鉄鉱石とともに用


